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WTIの熱実測サービス
部品の温度は正しく測定しないと
誤った判断をまねくことがあります。

【ケース1】
熱電対を貼り付けて測定 ：70℃
正しく実測した部品の温度：90℃

正しく測定するポイントとは…？
⇒詳細は裏面。

部品の温度の経時変化や、熱抵抗などを把握したい場合も、
お気軽にご相談ください。

【ケース2】

正しく測定するポイントとは…？
⇒詳細は裏面。

B部

A部

サーモビュワーで測定：A部 45℃、B部 60℃
正しく実測した温度 ：A部 60℃、B部 60℃
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【ケース2】
サーモビュワーの測定温度は放射率設定の影響を
強く受けます。WEBで検索した放射率を設定すると、
測定される温度は正しくないことがあります。

サーモビュワーで測定：A部 45℃、B部 60℃
（A部は測定手法が適切でなく誤った温度）

実測時に気をつけるポイント！

・測定サンプル
・測定サンプル動作に必要な周辺機器
・測定仕様（動作条件、測定箇所、測定環境）

・報告書（実測結果、考察）

お客様で準備いただくもの 成果物

熱実測サービスについて

費用イメージ

例1 お客様にご指定頂いた実装部品の飽和温度を測定します。

内容：温度測定：5箇所 測定回数：1回
費用：20万円
納期：試供品到着から1週間

例2 製品内で温度上昇しやすい部品を事前確認し、
それらの過渡温度を測定します。

内容：温度測定：15箇所 測定回数：3回(負荷条件を変える等）
費用：50万円
納期：試供品到着から3週間

代表部品のみ温度測定

代表部品に加えて、要注意部品も温度測定

※本費用イメージは参考価格であり、ご相談内容によって費用と納期は変動します。

サーモビュワーの測定原理をおさえて、
正しい放射率を設定するだけでなく反射光や
測定角度等も意識した測定が重要です。

正しく実測した温度 ：A部 60℃、B部 60℃

【ケース1】
購入しやすいだけで選んだ熱電対線を温度測定
対象物に取り付けると、熱電対線が放熱先となって
測定対象の温度を下げてしまうことがあります。

熱電対を貼り付けて部品温度を測定した。
・測定結果：70℃
（測定手法が適切でなく誤った温度）
・実際は…：90℃

使用する熱電対線が対象物温度に影響を与えるか
否かの判断が重要になります。
また、熱電対線の貼り付け方にもコツがあります。

表面の詳細はコチラ


